
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成２５年 ６月１３日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 

音楽と美術を中心とした、芸術に関する脳機能について調査した。音楽の和音に関して、和音

から色を連想する実験を行い、その結果、選択色の彩度と明度に有意な傾向があることを示した

。美術鑑賞に関して、眼球の視線計測を行い印象との対応について検討した。その結果、美術の

印象についての評価との対応が存在することを示した。この結果により客観的評価についての可

能性を示した。音楽聴取時の2人の同時脳機能計測を行い、音楽に関する共感性が賦活に影響を

与えていることを示した。これにより共感相互作用に関わる生体計測の可能性を示した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The brain function for the art was investigated. Moreover, it was shown that conduct the 
experiment reminded of a color from a chord about a musical chord, and the color saturation 
and brightness of a selection color have a significant tendency as a result.  
About art appreciation, look measurement of the eyeball was performed and correspondence 
with an impression was considered. As a result, it was shown that correspondence with 
the evaluation about the impression of fine arts exists. The possibility about objective 
rating was shown by this result. Two persons' simultaneous cerebral function measurement 
at the time of music listening was performed, and it was shown that the music consensus 
for their preference has affected activation. This showed the possibility of the living 
body measurement in connection with a sympathy interaction.  
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１．研究開始当初の背景 
これまで、芸術や相互作用に関する研究は少
なかったが、脳科学や心理学、また工学の各
分野からも近年注目を浴びている。また近年、
相互作用の脳活動に関して注目され、複数人
の同時脳機能計測が可能となっており、芸術
の相互作用というテーマは、神経機構の解明
のため重要な課題である。 
 
 
２．研究の目的 
芸術や知的作業を 2人以上で鑑賞・行う際の
情報交換が、相互の行動や脳内のダイナミク
スに重要な役割を担っているのではないか
と考えられる。 
美術鑑賞と音楽鑑賞時の脳活動と、その相互
作用について脳機能計測をはじめとした生
体計測により分析し、機序を明らかにするこ
とを目指す。 
 
３．研究の方法 
特に音楽や芸術的な場面での行動実験や脳
機能計測をおこなう。平成 22 年度は、まず
音楽と絵画の鑑賞について注目して芸術の
評価方法の開発を行った。また、2 人で音楽
を聞いた時の共感現象に注目し、機能的近赤
外線分光法(fNIRS)を用いた 2 台同時計測に
よる芸術鑑賞時の脳機能計測実験を行った。 
 
(1)『音楽・音響刺激の評価実験』:和音の評
価に関する行動実験と音楽の時系列評価(SD
法、一対比較)を行った。和音の評価実験で
は色へのマッピングを行い、非言語における
関係性を明らかにした。特に脳機能計測実験
のための予備実験として 2人の被験者による
音楽聴取時のボタンによる選好度評価の実
験を行った。 
 
(2)『美術鑑賞の評価実験』:評価法の開発と
して、絵画鑑賞時(視線計測・評価)などの行
動実験を行い、分析を行った。絵画鑑賞にお
いては統計クラスタリング手法を用いて分
析した。 
 
(3)『脳機能計測実験』:芸術鑑賞時の共感に
ついて調べるため、fNIRS により音楽聴取時
の 2人同時で脳機能計測を行った。その結果、
互いの選好情報により相互作用が観測され
た。 
 
４．研究成果 
(1)『音楽・音響刺激の評価実験』： 

音の同時性に関する脳波を計測し音楽家

と非音楽家を比較した結果、同時性に関わ

る脳活動に違いが存在することが明らかと

なった。これは音楽におけるリズムの知覚

に関係する重要な結果である。 

また、音楽の和音に関して、和音から色

を連想する実験を行った。その結果、選択

色の彩度と明度に有意な傾向がありある程

度予測可能であることが分かった。これに

より印象に関わる共通表象の存在と、和音

による印象の違いに関して明らかにした。 

 

(2)『美術鑑賞の評価実験』： 

美術鑑賞に関して、眼球の視線計測を行

い印象との対応について検討した。その結

果、美術の印象についての評価との対応が

存在することを示した。これは、視線から

印象が予測できることを示しており、この

結果により客観的評価についての可能性を

示した。 

 

(3)『共感性の脳機能同時計測実験』： 

相手の嗜好性に関する情報の有無が前頭

前野周辺の賦活に影響を与えていることを

示した。これは共感性に関わる活動を計測

したものと考えられる。この研究により、

共感相互作用に関わる生体計測の可能性を

示した。 

また、共感性に関して児童に関する実験

を行い、体の姿勢や表情などによる興味度

の評価や、性格傾向の違いについて評価を

行った。 
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